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資 料 編

＊ 報告書編の見通しに関係する展開をのせました。Ⅰ 展 開

第５～６時

「アウトドアゲーム」を行い、身の回りの自然に関心をもつことができる。（１） ねらい

ビンゴカード、合図の笛、振り返りカード、生活科バック、ビニール袋、（２） 準 備

（３） 展 開

学習活動 時 支援及び留意点 学習活動にお 評価基準

間 ☆特に配慮を要する児童へ ける具体的な 評価方法

○児童の意識 の支援 評価規準 Ａ（３） Ｂ（２） Ｃ（１）

１ 本時の活動のめあてをも

つ

おんたけ山で「アウトドアゲ

10ーム」をしよう

２ おんたけ山へ行く

３ アウトドアゲームをする ・目を閉じて、草の上に寝

、 、①「目をとじると」 ５ ころぶ 草のにおいをかぐ

○気持ちいい 風を感じるなど、感覚をと

○チクチクする ぎすますことができるよう

○なんのにおいだろう にする。

②「耳をすませば」 ・音に意識が向けられるよ

○いろいろな音が聞こえる うなアウトドアゲームから10
○小さな音まで聞こえた 始める。

○５つ聞こえたよ ・１分間、目を閉じて聞こ

○葉っぱの揺れる音だ えた音の種類を指を折って

数えていくようにする。

・どんな音が聞こえたか紹 【関①】

介し合えるようにする。 アウトドアゲ 以 上 以 未 満 ビンゴカー80% 50~79% 50%
ームを夢中に チェック 上チェッ しかチェ ド

③「秋さがしビンゴ」 ・ビンゴカードを配布す なって楽しん している クしてい ックして。

○いろいろ見付けるぞ る。 でいる。 る。 いない。30
○全部見付けたよ ・活動の範囲、時間のめや

○いろいろ探すと楽しい す、安全面の配慮をする。

☆なかなかチェックできず

にいる児童には、一緒に見

つけたり、ゆっくり歩いて

探すよう声をかけたりす

３ 学校へもどる る。10

４ 「アウトドアゲーム」を ・活動したことや見付けた 【気①】

して感じたことを振り返りカ ことをカードに記入するこ 季節の変化や 「アウト 「アウト 何も書い 振り返りカ

ードに書く。 とによって、感じ取ったこ おんたけ山の ドアゲー ドアゲー ていない ード。

○秋をたくさん見付けたよ とを振り返れるようにす 自然の様子に ム」を通 ム」の楽20
○こんなものを見付けたよ る。 ついて気付い して楽し しかった

☆カードに記入できない児 ている。 かったこ ことを書

。童には、アウトドアゲーム とや気付 いている

を行っていたときのことを いた自然

５ 本時の学習を振り返り、 思い出せるような言葉がけ の様子に5
次時への活動の見通しをもつ をしていく。 ついて書。

。いている

アウトドアゲーム

「目を閉じると、いろい

ろな音が聞こえるな」

「背中がチクチクする」

「気持ちいい」

秋探しビンゴの特別問題

」「葉っぱのお面だよ
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第７～８時

「アウトドアゲーム」を楽しく行い、自分たちの遊びを広げることができる。（１）ねらい

目玉が描いてある紙、合図の笛、生活科バック、振り返りカード、ロープ（２）準 備

（３）展 開

学習活動 時 支援及び留意点 学習活動にお 評価基準

間 ☆特に配慮を要する児童へ ける具体的な 評価方法

○児童の意識 の支援 評価規準 Ａ（３） Ｂ（２） Ｃ（１）

１ 前時の活動を振り返り、 ・前時の学習を生かし、児

本時の活動のめあてをもつ。 童がさらに遊びを広げ、発5
「アウトドアゲーム」でもっ 展させていけるアウトドア

とあそぼう。 ゲームを行う。

・活動の範囲、時間のめや

２ おんたけ山へ行く す、安全面の配慮をする。10

３「アウトドアゲーム」を行

い、自然に親しみながら活動

する。

①「葉っぱジャンケン」 ・様々な葉にふれること

・一人５枚の葉っぱを拾って で、いろいろな葉を観察し10
くる。 ようとする気持ちを高めさ

・ 葉ッぱっぱ」のかけ声でジ せていく。「

ャンケンをする。

・ ギザギザの葉っぱ」等、お ・子どもたち同士で葉っぱ「

題にあった葉っぱを出す。 ジャンケンをするとした

・勝つと相手の葉っぱをもら ら、どんなお題が考えられ

える。 るか発問することで、自分

○この葉っぱは すごく赤い たちで遊びを広げていく手、 。

○大きいね。 がかりとする。

○虫食いの葉っぱだ。

②「何に見えるかなクイズ」 ・ 何に見えるかな？」ク 【思①】「

目の描いてある紙を持ち、ク イズのやり方を説明する。 アウトドアゲ 「何に見 「何に見 クイズを アウトドア

イズを作り、出し合う。 ・クイズで見つけたものを ームを通し えるかな えるかな 出すこと ゲーム中の

○何に見えるでしょうか？ 紹介し合うときは 森には て、自分たち クイズ」 クイズ」 ができな 行動30 、 。

○葉っぱなのに、顔みたい 注意深く観察してみると、 の遊びを広げ でクイズ で一つ以 い。

○木の根っこがヘビみたい 思わぬ発見があり、自然の ることができ を一つ以 上出すこ

○この石、カエルにみたい 持つ魅力が感じ取れるよう る。 上出すこ とができ

な助言をする。 とができ る。、

なぜそう

☆活動に結びつけることの 見えるか

できない児童へは、友達の その子な

様子をみるように働きかけ りの理由

たり、やってみたいことを 付けがで

認め励ましたりしながら自 きる。

分の思いを持って活動でき

るように助言する。

４ 「アウトドアゲーム」を ・活動したことや見つけた 【気①】

して感じたことを振り返りカ ことをカードに記入するこ 自然の中で遊 自然の中 自然の中 楽しかっ 振り返りカ

ードに書く。 とによって、感じ取ったこ ぶ楽しさに気 で遊ぶ楽 で遊ぶ楽 たことの ード

○アウトドアゲームで△△な とを振り返れるようにす 付いている。 しさと次 しさにつ み書いて15
ことをしたよ。 る。 におんた いて気付 いる。

「葉っぱジャンケン。

はっパパ！」

「うわ～。ぼく負けた。君の

葉っぱの方がギザギザして

いるね。」

「何に見えるでしょう？」

「答えは、人の顔です。」
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○おんたけ山であそぶと楽し ☆カードに記入できない児 け山でや いたこと

い。 童には、アウトドアゲーム ってみた を書いて

○今日の葉っぱジャンケンで を行っていたときのことを い遊びの いる。、

いろいろな葉っぱがあること 思い出せるような言葉がけ 両方を書

。が分かった。 をしていく。 いている

５ おんたけ山の自然を生か ・おんたけ山での遊びをさ15
した隠れ家（見本）を見る。 らに広げていけるようにす

○すごい，ぼくたちも作って るために、見本を準備し、

みたい。 次時「あそびのくにをつく

６ 学校へもどる ろう」に発展できるように10
する。

5７ 本時の学習を振り返り、

。次時への活動の見通しをもつ

第９時

おんたけ山に「あそびのくに」を作る計画を立てることができる。（１）ねらい

計画カード（２）準 備

（３）展 開

学習活動 時 支援及び留意点 学習活動にお 評価基準

間 ☆特に配慮を要する児童へ ける具体的な 評価方法

○児童の意識 の支援 評価規準 Ａ（３） Ｂ（２） Ｃ（１）

１ 本時の活動のめあてをも

つ ・前時に見たおんたけ山の

隠れ家（見本）の感想を出おんたけ山に あそびのくに「 」 5
～計画～ し合うことで、どんな「あを作ろう

２ 前時の感想を発表する。 そびのくに」を作ろうかイ

メージをふくらませてい

３ どんな「あそびのくに」 く。

を作りたいか発表する。

○みんなで楽しめるような

ことをしたい ☆自分の作りたい「あそび10
○秘密基地を作りたい のくに」のイメージが持て

○木の葉を集めて、お風呂 ない児童には、友達の発表

にしたい を参考に、自分の思いをも

○森のレストラン てるようにしていく。

○ブランコづくり

４ つくりたい「あそびのく ・自分の思いが実現できる

に」が一緒の友達同士でグル ように 、同じ思いをもっ10 、

ープを作る た児童同士でグループを作 【関①】

る。 「あそびのく 準備、作 準備、作 友達が書 計画カード

５ グループごとに、どんな に」をつくる りたい あ りたい あ いたもの「 「

「あそびのくに」にしたいか ・自然にある物を使うよう ための準備や そびのく そびのく をうつし

話し合い、絵や文で書く。 に助言する。 方法を考えよ に 、協力 に 、協力 て書いて」 」

うとしてい について について いる。、 、

６「あそびのくに」づくりに る。 カードの １項目を15
必要なものを計画カードに書 ・簡単な絵や文で自分たち 内容欄を カードに

く。 が作りたい あそびのくに すべてに 書いてい「 」

を書いていくことで、目標 書いてい る。

７ グループで協力できるよ をもって取り組むようにす る。

う、約束を決める。 る。

「こんな秘密基地を作り

たいなあ。」

「木の上に作りたいね。」
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８ 本時の学習を振り返り、

5次時への活動の見通しをもつ。

第10～１２時

おんたけ山に「あそびのくに」を作ることができる（１）ねらい

ロープ、ひも、採集用ビニール袋、竹、シャベル，バケツ，名札、ビデオ、デジカメ、（２）準 備

カード（めあて・振り返り記入用）

（３）展 開

学習活動 時 支援及び留意点 学習活動にお 評価基準

間 ☆特に配慮を要する児童へ ける具体的な 評価方法

○児童の意識 の支援 評価規準 Ａ（３） Ｂ（２） Ｃ（１）

１ 本時の活動のめあてをも ・カードに今日のめあてを

つ。 記入することで、目標をも

って取り組めるようにすおんたけ山に あそびのくに「 」

る。を作ろう 5
○ あそびのくに を作るぞ ・群馬県環境森林局「フォ「 」 。

レストリースクール」の緑

のインタープリター（自然

２ おんたけ山に行く。 に詳しい人）との打ち合わ10
せをし、協力の依頼をして

おく。

３ 自己紹介をし、自然を守 ・公園使用の許可を得た

、 、る人たちに自分たちがつくり り 立て看板を設置したり5
たい「あそびのくに」の計画 「あそびのくに」を作って

をグループごとに見せる。 いることを外部の人に伝え

ておく。

４ グループごとに、アドバ ・活動の範囲や安全面の配 【思②】

イスをしてもらいながら「あ 慮をする。 自然のものを 自然のも 自然のも 友達に促 行動

そびのくに」を作り始める。 生かし、工夫 のを集め のを集め されて行

・グループ（６人ほど）に して遊ぶこと るなど、 るなど、 動してい

○どこに作ろうか。 一人ずつ緑のインタープリ ができる。 計画に近 計画に近 る。75
○この場所に秘密基地を作ろ ターについてもらい、自分 づけよう づけよう

うよ。 たちが考えた「あそびのく と自分で と行動し

○枯れ葉や木の実を集めよう に」が実現できるようにア 考えて行 ている。。

○草笛が吹けたよ。 ドバイスをしてもらう。 動してい

○ターザンごっこをしたよ。 る。

○森の中で遊ぶと楽しい。 ・緑のインタープリターに

○ターザンごっこのつぎは， は、自然との遊び方につい 【関②】

ブランコを作ろう。 ても教えてもらう。また、 友達とのかか グループ 特定の友 協力でき 行動

○竹や笹、木を運んで迷路を 自然の大切さが高まるよう わりを深めた で協力し だちだけ ない。

作ろう。 な会話を心がけてもらう。 り、広げたり ながら活 と、活動

。○穴を掘って落とし穴を作ろ しようとす 動を進め している

う。 ・児童は、名札を付け、イ る。 ようとし

ンタープリターとより仲良 ている。

くなれるような配慮をす

る。

・インタープリターには、

子どもたちのがんばりや次

に作るときのアドバイスを

書いてもらう。

「どの辺りにあそ

びのくにを作ろう

か。」

「 だ ん だ ん 秘 密

基地ができて き

た ！わた し た ち

が入れるよ。」
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５ 片付けをする。 ・放置しておけないもの

は、片付けるように指示す10
る。

10６ 学校へもどる。

７ 活動を振り返り、カーﾄﾞ ・カードには、今日のめあ 【気②】

に記入し、次時への見通しを て、活動の様子、友達のよ 友達の発想や 自分の活 三つの項 三つの項 カード

もつ。 さについて記入できるよう 工夫のよさ、 動のよか 目のうち 目のうち20
にしていく。 みんなで遊ぶ ったとこ 二つ書い 一つだけ

ことの楽しさ ろや次時 ている。 書いてい

に気付いてい にがんば る

、る。 りたい所

☆記入に戸惑っている児童 友達のよ

へは、活動の様子を思い起 かったこ

こせるような対話を通して となど三

自分のがんばったことを気 つの項目

付かせていく。 すべて書

。いている

第１３～１５時

おんたけ山に作った「あそびのくに」で楽しく遊ぶことができる。（１）ねらい

ロープ、ひも、採集用ビニール袋、竹、シャベル，バケツ，ビデオ、デジカメ、カード（めあて・振り返り記入用）（２）準 備

（３）展 開

学習活動 時 支援及び留意点 学習活動にお 評価基準

間 ☆特に配慮を要する児童へ ける具体的な 評価方法

○児童の意識 の支援 評価規準 Ａ（３） Ｂ（２） Ｃ（１）

１ 本時の活動のめあてをも ・前時の活動を思い起こ

つ。 し、本時は 「あそびのく15 、

「あそびのくに」でもっとあ に」をもっと楽しくしてい

そぼう くことを伝える。

・前時の活動をさらに広げ

２ おんたけ山に行く。 られるように、それぞれの10
グループの活動の様子を話

３ 前時に自分たちが作った し、参考にできるようにし

「あそびのくに」がもっと楽 ていく。

しくなるように遊びを工夫す ・カードに今日のめあてを

る。 記入することで、目標をも

○落ち葉をもっとあつめたよ って取り組めるようにす。

○この木の実が使えそうだ る。

○自然に詳しい人たちから教 【関②】60
えてもらった遊びをまたや ・活動の範囲や安全面の配 友達とのかか ほかのグ ほかのグ 特定の友 行動

ってみよう。こんな風に変 慮をする。 わりを深めた ループと ループの 達と遊ん

えてもできるね。 り広げたりし 一緒に遊 友達と遊 でいる。

ようとする。 んだり、 ぼうとし

・合図と同時に、他のグル 自分たち ている。

４ 他のグループが作ったも ープとの交流が始められる の遊びを

のや考えた遊びで一緒に遊ぶ ようにする。 教えよう。

○こんな遊び方もあるんだ。 としてい

る。

・竹や木などの自然物につ

５ 片づけをする 。 いては、どこに処分するか20
○枝と笹を分けて集めよう。 など、公園緑地課と打ち合

○ゴミ拾いもしよう。 わせをしておく。

○いつまでもきれいなおんた ・片づけについては、自然

け山でいて欲しいものね。 に感謝し、自然を大切にし

木の上は 、 高 く「

て気持ち いい！ 」

「笹を集めよう」
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ていこうとする気持ちをも

ちながら作業できるように

する。

10６ 学校へもどる。

・ あそびのくに」で遊ん「

７ 活動を振り返り、カーﾄﾞに だことを振り返る中で、自

記入する。 分のがんばりや友達のよい

ところを思い出せるように

する。20
☆記入に戸惑っている児童

へは、活動の様子を思い起

こせるような対話を通して 【気②】

自分のがんばったことに気 友達の発想や 活動を通 活動を通 活動を通 カード

付けるようにしていく。 工夫のよさに して、自 して、自 して、自

気付いてい 分のがん 分のがん 分のがん

る。 ばりや友 ばりや友 ばりや友

だちのよ だちのよ だちのよ

いところ いところ いところ

の両方を の両方を のどちら

理由も交 記入して か一つを

えて記入 いる。 記入して

している いる。

ワークシートⅡ

第５・６時、ワークシート

「ゴミも拾って

いこう」
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秋探しビンゴカード 第７・８時、ワークシート

第９時、ワークシート



- 8 -

第１０～１２時、ワークシート

第１３～１５時、ワークシート


